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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
石鹸を構成する脂肪酸の総量に対して、オレイン酸を２５～３５重量％、ベヘン酸を２～
５重量％、ミリスチン酸を３５～５５重量％、ステアリン酸を５～１０重量％及びパルミ
チン酸を１０～１５重量％含み、ラウリン酸を含まないことを特徴とする、透明石鹸。
【請求項２】
石鹸を構成する脂肪酸の含有量が、熟成後の組成において、石鹸全量に対して２８～３８
重量％であることを特徴とする、請求項１に記載の透明石鹸。
【請求項３】
前記オレイン酸が、純度９０％以上のものであることを特徴とする、請求項１又は２に記
載の透明石鹸。
【請求項４】
更に、ポリグリセリンと直鎖飽和脂肪酸のエステルを含有することを特徴とする、請求項
１～３何れか１項に記載の透明石鹸。
【請求項５】
ポリグリセリンと直鎖飽和脂肪酸のエステルを構成する直鎖飽和脂肪酸残基が、ラウロイ
ル基であることを特徴とする、請求項４に記載の透明石鹸。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、刺激発現可能性が低い透明石鹸に関し、更に詳細には、泡立ちと、形成した
泡の安定性に優れる、透明固形石鹸に関する。
【背景技術】
【０００２】
　透明固形石鹸は、その美麗な形状と意匠性より、古くから高級石鹸に適用されている。
かかる透明固形石鹸は、微細な脂肪酸石鹸の結晶の密集集合体であることが知られて、こ
の様な形態を保つためには、少量の水分と、グリセリン、ショ糖などの糖類と、少量のエ
タノールが混在することが必要であると言われている。これらの割合はかなり微妙なバラ
ンスで透明性に影響を及ぼすことも知られており、天然油脂などを脂肪酸源として用いた
場合には、脂肪酸組成のバラツキにより、透明性がばらつき、時として、透明性を向上さ
せるために、ニートソープをホットロールなどにかけ、含水量、含アルコール量を調整す
るような調整工程が、製造上必要になる場合が存する。これは、工程管理上非常に好まし
くなく、この様な事態を避けるために、固形透明石鹸の透明域を広げるために種々の試み
が為されている。かかる試みとしては、分岐の脂肪酸を脂肪酸石鹸源に加える方法（例え
ば、特許文献１を参照）或いはポリグリセリンの分岐脂肪酸エステルを含有させる方法（
例えば、特許文献２を参照）などが存する。しかしながら、これらは何れも、透明域は広
げられるものの、泡立ちの良さと、堅固な泡質を損なう場合が存し、充分な解決策とは言
えないのが現状であった。又、この様な技術では固形石鹸の耐水性が低下し、浴室におい
て使用する場合に、含水してくずれやすい傾向にあると言う欠点も存している。又、透明
石鹸の石鹸を構成する脂肪酸組成の内のラウリン酸の含有量を増やすことによっても、透
明域を拡大させ、加えて、洗浄力、耐水性も向上出来ることが知られており、この目的で
ラウレートカノラ油を、脂肪酸源として用いる技術も知られている（例えば、特許文献３
を参照）。この様な対応により、透明石鹸の泡立ちも向上し、直接石鹸の固体を肌に付着
させる可能性が減じることから、通常の人においては、洗浄動作の改善を促し、安全性も
向上すると言う、副次的作用も奏すると言われている。しかしながら、アトピー性皮膚炎
患者の様に、敏感肌に分類されている人たちの多くは、ラウリン酸乃至はラウリン酸石鹸
に過敏に反応し、該ラウリン酸類によって重篤な皮膚症状を呈する場合が存する。即ち、
安定な透明域を有し、且つ、アトピー性皮膚炎患者の様に、敏感肌に分類されている人た
ちにも使用出来る透明石鹸の開発が望まれていた。
【０００３】
　一方、ポリグリセリンの脂肪酸エステルについて、このものを固形石鹸以外の洗浄料に
、補助洗浄剤として用いることは既に知られている（例えば、特許文献４、特許文献５、
特許文献６、特許文献７を参照）。しかしながら、ポリグリセリンの脂肪酸エステルの内
、脂肪酸残基が直鎖飽和脂肪酸残基であるものを、固形の透明石鹸に含有させる技術も、
このものを固形の透明石鹸に含有させることにより、該固形石鹸に於ける透明域が、泡立
ちや泡質を損なわずに、広がることも全く知られていなかった。
【０００４】
【特許文献１】特開平７－２６８３９２号公報
【特許文献２】特開平８－２８３７９５号公報
【特許文献３】特表２０００－５０３６９７号公報
【特許文献４】特開２００２－１９４３８９号公報
【特許文献５】特開２００２－８７９５０号公報
【特許文献６】特開２００２－１７３６９４号公報
【特許文献７】特開平１０－１４７５０７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、この様な状況下為されたものであって、刺激発現可能性が低い透明石鹸に関
し、更に詳細には、泡立ちと、形成した泡の安定性に優れる、透明固形石鹸を提供するこ
と課題とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この様な状況に鑑みて、本発明者らは、刺激発現可能性が低く、透明石鹸に関し、更に
詳細には、泡立ちと、形成した泡の安定性に優れる、透明固形石鹸を求めて、鋭意研究努
力を重ねた結果、石鹸を構成する脂肪酸の総量に対して、オレイン酸を２５～３５重量％
、ベヘン酸を２～５重量％、ミリスチン酸を３５～５５重量％、ステアリン酸を５～１０
重量％及びパルミチン酸１０～１５重量％含有させる形態の透明石鹸において、かかる効
果が認められることを見出し、発明を完成させるに至った。即ち、本発明は以下に示す技
術に関するものである。
（１）石鹸を構成する脂肪酸の総量に対して、オレイン酸を２５～３５重量％、ベヘン酸
を２～５重量％、ミリスチン酸を３５～５５重量％、ステアリン酸を５～１０重量％及び
パルミチン酸を１０～１５重量％含み、ラウリン酸を含まないことを特徴とする、透明石
鹸。
（２）石鹸を構成する脂肪酸の含有量が、熟成後の組成において、石鹸全量に対して２８
～３８重量％であることを特徴とする、（１）に記載の透明石鹸。
（３）前記オレイン酸が、純度９０％以上のものであることを特徴とする、（１）又は（
２）に記載の透明石鹸。
（４）更に、ポリグリセリンと直鎖飽和脂肪酸のエステルを含有することを特徴とする、
（１）～（３）の何れかに記載の透明石鹸。
（５）ポリグリセリンと直鎖飽和脂肪酸のエステルを構成する直鎖飽和脂肪酸残基が、ラ
ウロイル基であることを特徴とする、（４）に記載の透明石鹸。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、固形石鹸に於いて、刺激発現を誘起する可能性が極めて低く、その透
明域を、泡立ちや泡質を損なわずに、広げる技術を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明の透明石鹸は、１気圧２５℃に於いて、固形状であって、石鹸を構成する脂肪酸
の総量に対して、オレイン酸を２５～３５重量％、更に好ましくは、２７～３１重量％、
ベヘン酸を２～５重量％、更に好ましくは２．５～４重量％、ミリスチン酸を３５～５５
重量％、更に好ましくは４５～５３重量％、ステアリン酸を５～１０重量％、更に好まし
くは、５．５～７重量％及びパルミチン酸１０～１５重量％、更に好ましくは、１１～１
３．５重量％を含むことを特徴とする。又、かかる透明石鹸に於ける、石鹸を構成する脂
肪酸の含有量は、透明石鹸全量に対して、２８～３８重量％が好ましく、より好ましくは
３０～３５重量％である。又、前記脂肪酸構成において、オレイン酸は通常の市販品が純
度７０～８０％のものが殆どであるが、かかる純度を９０％以上に高めたものを用いるこ
とが好ましい。これは、オレイン酸の不純物の固形石鹸の透明域の広さに与える影響が、
非常に大きいためである。更に、本発明の透明石鹸に於いては、ラウリン酸を実質的に含
有しないことが好ましい。これはラウリン酸が透明域を広げ、泡立ちを向上させる作用を
有する反面、アトピー性皮膚炎患者のような敏感肌の人には、短時間、刹那的に接触した
だけで刺激発現を誘起する場合が存するからであり、これを実質的に含有しないことによ
り、かかる敏感肌の人にも刺激を誘起しにくい石鹸となるからである。又、かかる脂肪酸
組成に於いて、これより透明石鹸を形成させるためには、水酸化ナトリウムなど、中和率
を７０～１２０％、より好ましくは８０～１１０％で中和し、脂肪酸石鹸を形成させるこ
とが必要である。尚、前記脂肪酸の基源は植物であることが好ましい。
【０００９】
　前記脂肪酸石鹸の形成する透明石鹸領域を拡大するためには、更に、ポリグリセリンと
直鎖飽和脂肪酸のエステルを含有することが好ましい。かかるポリグリセリンの直鎖飽和
脂肪酸エステルとしては、親水性の界面活性剤としての特性を有するものが好ましく、具
体的には、グリセリンの平均重合度が５～１５であって、フリーの水酸基が少なくとも４
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つ以上、好ましくは８～１０存在する形態が好ましい。これらの中では、デカグリセリン
骨格が特に好ましい。又、飽和直鎖脂肪酸残基としては、ラウリン酸残基、ミリスチン酸
残基、パルミチン酸残基、ステアリン酸残基、ベヘン酸残基等が好適に例示でき、ラウリ
ン酸残基が特に好ましい。これは、ラウリン酸残基である時に、油性汚れの除去効果が顕
著である為である。特に好ましいポリグリセリンの直鎖飽和脂肪酸エステルとしては、デ
カグリセリンモノラウレートが例示できる。本発明の固形石鹸に於いては、この様なポリ
グリセリンの直鎖飽和脂肪酸エステルは唯一種を含有することも出来るし、二種以上を組
み合わせて含有することも出来る。かかるポリグリセリンの直鎖飽和脂肪酸エステルの、
本発明の固形石鹸に於ける、好適な含有量は、総量で０．１～５重量％であり、更に好ま
しくは０．４～１重量％である。これは多すぎると、透明性を損なう場合が存したり、含
水してくずれやすくなったりする場合が存し、少なすぎると、透明域を広げる効果を奏し
ない場合が存するからである。
【００１０】
　本発明の透明石鹸には、これらの成分以外に、通常固形石鹸で使用される任意成分を含
有することが出来る。かかる任意成分としては、例えば、スクワラン、流動パラフィン、
軽質流動イソパラフィン、重質流動イソパラフィン、マイクロクリスタリンワックス、固
形パラフィンなどの炭化水素類、ジメチコン、フェメチコン、シクロメチコン、アモジメ
チコン、ポリエーテル変性シリコーンなどのシリコーン類、ホホバ油、カルナウバワック
ス、モクロウ、ミツロウ、ゲイロウ、オレイン酸オクチルドデシル、イソプロピルミリス
テート、ネオペンチルグリコールジイソステアレート、リンゴ酸ジイソステアレートなど
のエステル類、ベヘニルアルコール、セタノール、オレイルアルコール、オクタデシルア
ルコールなどの高級アルコール類、ヒマシ油、椰子油、水添椰子油、椿油、小麦胚芽油、
イソステアリン酸トリグリセライド、イソオクタン酸トリグリセライド、オリーブオイル
等のトリグリセライド類、ショ糖、ソルビトール、マルチトール、１，３－ブタンジオー
ル、グリセリン、ジグリセリン、ジプロピレングリコール、ポリエチレングリコール、１
，２－ペンタンジオール、１，２－ヘキシレングリコール、イソプレングリコールなどの
多価アルコール、ソルビタンセスキオレート、ソルビタンモノオレート、ソルビタントリ
オレート、ソルビタンセスキステアレート、ソルビタンモノステアレート、ポリオキシエ
チレンソルビタンモノオレート、ポリオキシエチレンソルビタンモノステアレート、ポリ
オキシエチレンステアレート、ポリオキシエチレンオレート、ポリオキシエチレングリセ
リル脂肪酸エステル、ポリエキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレン硬化ヒ
マシ油等の非イオン界面活性剤、ソジウムラウリルステアレート、ポリオキシエチレンア
ルキル硫酸塩、スルホコハク酸エステル塩などのアニオン界面活性剤、４級アルキルアン
モニウム塩等のカチオン界面活性剤類、アルキルベタイン等の両性界面活性剤類、結晶セ
ルロースや架橋型メチルポリシロキサン、ポリエチレン粉末、アクリル樹脂粉体等の有機
粉体類、タルク、マイカ、セリサイト、炭酸マグネシウム、炭酸カルシウム、二酸化チタ
ン、酸化鉄、紺青、群青、チタンマイカ、チタンセリサイト、シリカ等の表面処理されて
いても良い粉体類、アクリル酸・メタクリル酸アルキルコポリマー及び／又はその塩、カ
ルボキシビニルポリマー及び／又はその塩、キサンタンガムやヒドロキシプロピルセルロ
ースなどの増粘剤、レチノール、レチノイン酸、トコフェロール、リボフラビン、ピリド
キシン、アスコルビン酸、アスコルビン酸リン酸エステル塩などのビタミンやグリチルリ
チン酸塩、グリチルレチン、ウルソール酸、オレアノール酸などのテルペン類、エストラ
ジオール、エチニルエストラジオール、エストリオールなどのステロイド類などの有効成
分、フェノキシエタノール、パラベン類、ヒビテングルコネート、塩化ベンザルコニウム
等の防腐剤、ジメチルアミノ安息香酸エステル類、桂皮酸エステル類、ベンゾフェノン類
などの紫外線吸収剤、エデト酸塩類やエタンジホスホン酸塩類などのキレート剤などが好
ましく例示できる。これらの内好ましいものは、石鹸を透明化する作用を有する、ショ糖
、ソルビトール、グリセリンなどの多価アルコール類である。多価アルコールとしては、
総量で３０～４０重量％が好ましく、その内訳としては、ショ糖やグリセリンはそれぞれ
１０～２０重量％、更に好ましくは１２～１８重量％含有することが好ましく、ソルビト
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ールは１～１０重量％、より好ましくは３～８重量％が好ましい。本発明の固形石鹸は、
通常の方法に従って、上記必須成分と、任意分とを処理することにより製造することが出
来る。製造法としては、例えば、予め素石鹸生地を作成し、加温ロールなどをかけてエタ
ノール量を調整した後、ペレットなどに加工した後、機械練りであればこれを型打ちし、
枠練りであれば、加温して流動性を与えた後、型枠に流し込み、冷却、成形することによ
り製造することが出来る。
【実施例】
【００１１】
　以下に、実施例を挙げて、本発明について更に詳細に説明を加えるが、本発明がかかる
実施例に限定を受けないことは言うまでもない。
【００１２】
＜実施例１＞
　以下に示す処方に従って、本発明の透明石鹸を作成した。即ち、処方成分を８０℃に加
熱して、攪拌混合し、しかる後に、攪拌冷却して、石鹸生地を得た。これを加温ロールに
かけてエタノール量を５％程度になるように調整し、ペレッターにかけてペレット化して
、９０℃で溶解させ、型枠に流し込んで成形し、１ヶ月間４０℃で熟成させて、本発明の
透明石鹸（１００ｇ）を得た。熟成後の組成も下記に示す。同時に、本発明の透明石鹸に
属さない脂肪酸組成の固形石鹸も作成し、透明性（評語：透明、やや不透明、やや透明、
不透明）、溶けやすさ（評語：溶けにくい、やや溶けにくい、丁度良い、やや崩れやすい
、崩れやすい）、泡立ち（評語：良好な泡立ち、普通、泡立ちがやや悪い、泡立ちが悪い
）の項目について評価を行った。結果を表１に示す。これより、本発明の固形石鹸は透明
性が高く、水によって崩れにくく、それでいて使用上丁度良い溶解性を有し、泡立ちにも
優れることが判る。尚、何れの脂肪酸も基源は植物のものを用いた。
【００１３】
＜本発明の透明石鹸１＞
（仕込量）
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　１９．５重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　１２．５重量部
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　５　　重量部
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５重量部
グラニュー糖　　　　　　　　　　　　　　　　１２　　重量部
高純度オレイン酸（純度９９．９％）　　　　　　９．５重量部
デカグリセリルモノラウレート　　　　　　　　　０．５重量部
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　重量部
ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１６　　重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　重量部
パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　４　　重量部
エタンジホスホン酸ナトリウム　　　　　　　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４．４重量部
（熟成後の組成）
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．５重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　１４．７重量部
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　５．９重量部
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　４．１重量部
グラニュー糖　　　　　　　　　　　　　　　　１４．１重量部
高純度オレイン酸（純度９９．９％）　　　　　１１．１重量部
デカグリセリルモノラウレート　　　　　　　　　０．６重量部
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２重量部
ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１８．８重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　２．３重量部
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パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　４．７重量部
エタンジホスホン酸ナトリウム　　　　　　　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６．９重量部
【００１４】
＜比較例１＞
（仕込量）
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　１９．５重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　１２．５重量部
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　５　　重量部
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５重量部
グラニュー糖　　　　　　　　　　　　　　　　１２　　重量部
高純度オレイン酸（純度９９．９％）　　　　　　９．５重量部
デカグリセリルモノラウレート　　　　　　　　　０．５重量部
ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１７　　重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　重量部
パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　４　　重量部
エタンジホスホン酸ナトリウム　　　　　　　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４．４重量部
（熟成後の組成）
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．５重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　１４．７重量部
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　５．９重量部
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　４．１重量部
グラニュー糖　　　　　　　　　　　　　　　　１４．１重量部
高純度オレイン酸（純度９９．９％）　　　　　１１．１重量部
デカグリセリルモノラウレート　　　　　　　　　０．６重量部
ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　２０　　重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　２．３重量部
パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　４．７重量部
エタンジホスホン酸ナトリウム　　　　　　　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６．９重量部
【００１５】
＜比較例２＞
（仕込量）
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　１９．５重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　１２．５重量部
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　５　　重量部
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５重量部
グラニュー糖　　　　　　　　　　　　　　　　１２　　重量部
高純度オレイン酸（純度９９．９％）　　　　　　９．５重量部
デカグリセリルモノラウレート　　　　　　　　　０．５重量部
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　重量部
ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１６　　重量部
パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　６　　重量部
エタンジホスホン酸ナトリウム　　　　　　　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４．４重量部
（熟成後の組成）
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．５重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　１４．７重量部
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　５．９重量部
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ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　４．１重量部
グラニュー糖　　　　　　　　　　　　　　　　１４．１重量部
高純度オレイン酸（純度９９．９％）　　　　　１１．１重量部
デカグリセリルモノラウレート　　　　　　　　　０．６重量部
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２重量部
ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１８．８重量部
パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　７　　重量部
エタンジホスホン酸ナトリウム　　　　　　　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６．９重量部
【００１６】
＜比較例３＞
（仕込量）
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　１９．５重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　１２．５重量部
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　５　　重量部
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５重量部
グラニュー糖　　　　　　　　　　　　　　　　１２　　重量部
高純度オレイン酸（純度９９．９％）　　　　　　９．５重量部
デカグリセリルモノラウレート　　　　　　　　　０．５重量部
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　重量部
ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１６　　重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　６　　重量部
エタンジホスホン酸ナトリウム　　　　　　　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４．４重量部
（熟成後の組成）
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．５重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　１４．７重量部
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　５．９重量部
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　４．１重量部
グラニュー糖　　　　　　　　　　　　　　　　１４．１重量部
高純度オレイン酸（純度９９．９％）　　　　　１１．１重量部
デカグリセリルモノラウレート　　　　　　　　　０．６重量部
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２重量部
ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１８．８重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　７　　重量部
エタンジホスホン酸ナトリウム　　　　　　　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６．９重量部
【００１７】
【表１】

【００１８】
＜試験例１＞
　透明石鹸１を用いて、アトピー性皮膚炎患者に於けるスティギング誘起性試験を行った
。パネラーは１０名用い、下腕内側部を用い、水と検体とをランダムに綿棒でタッチし、
検体をタッチしたときにのみスティギングを感じる確率が８０％以上であった場合に「ス
ティギング性陽性」と判定し、４０％以上８０％未満の時を「スティギング性擬陽性」と
判定し、４０％未満を「スティギング性陰性」と判定した。同時にラウリン酸を含み、本
発明の透明石鹸と同等程度の物性（透明性：透明、溶けやすさ：丁度良い、泡立ち：良好
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）を有する透明石鹸（比較例４）を作成し、同様の試験を行った。結果を出現例数として
、表２に示す。これより、本発明の透明石鹸は、ラウリン酸を含まないことにより、アト
ピー性皮膚炎患者のような敏感肌の人において、スティギングが著しく抑制されているこ
とが判る。
【００１９】
＜比較例４＞
（仕込量）
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　１９．５重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　１２．５重量部
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　５　　重量部
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５重量部
グラニュー糖　　　　　　　　　　　　　　　　１２　　重量部
高純度オレイン酸（純度９９．９％）　　　　　　９．５重量部
デカグリセリルモノラウレート　　　　　　　　　０．５重量部
ラウリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　１９　　重量部
パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　４　　重量部
エタンジホスホン酸ナトリウム　　　　　　　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４．４重量部
（熟成後の組成）
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．５重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　１４．７重量部
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　５．９重量部
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　４．１重量部
グラニュー糖　　　　　　　　　　　　　　　　１４．１重量部
高純度オレイン酸（純度９９．９％）　　　　　１１．１重量部
デカグリセリルモノラウレート　　　　　　　　　０．６重量部
ラウリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　２２．３重量部
パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　４．７重量部
エタンジホスホン酸ナトリウム　　　　　　　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６．９重量部
【００２０】
【表２】

【００２１】
＜実施例２＞
　透明石鹸１のオレイン酸を純度８０％のものに置換して、透明石鹸２を作成した。物性
は、透明石鹸１と同等程度の物性（透明性：透明、溶けやすさ：丁度良い、泡立ち：良好
）を有していた。試験例１と同様の検討を行ったところ、スティギング性陽性が０例、ス
ティギング性擬陽性が３例、スティギング性陰性が７例であり、オレイン酸の純度は９０
％以上であることが好ましいことが判った。
＜本発明の透明石鹸２＞
（仕込量）
エタノール　　　　　　　　　　　１９．５重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　１２．５重量部
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　５　　重量部
ソルビトール　　　　　　　　　　　３．５重量部
グラニュー糖　　　　　　　　　　１２　　重量部
高純度オレイン酸（純度８０％）　　９．５重量部
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デカグリセリルモノラウレート　　　０．５重量部
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　１　　重量部
ミリスチン酸　　　　　　　　　　１６　　重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　２　　重量部
パルミチン酸　　　　　　　　　　　４　　重量部
エタンジホスホン酸ナトリウム　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　１４．４重量部
（熟成後の組成）
エタノール　　　　　　　　　　　　４．５重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　１４．７重量部
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　５．９重量部
ソルビトール　　　　　　　　　　　４．１重量部
グラニュー糖　　　　　　　　　　１４．１重量部
高純度オレイン酸（純度８０％）　１１．１重量部
デカグリセリルモノラウレート　　　０．６重量部
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　１．２重量部
ミリスチン酸　　　　　　　　　　１８．８重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　２．３重量部
パルミチン酸　　　　　　　　　　　４．７重量部
エタンジホスホン酸ナトリウム　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　１６．９重量部
【００２２】
＜実施例３＞
　透明石鹸１のデカグリセリルモノラウレートをソルビタンセスキラウレートに置換した
透明石鹸３を作成した。透明石鹸１よりやや低い程度の物性（透明性：やや不透明、溶け
やすさ：やや溶けやすい、泡立ち：良好）を有していた。試験例１と同様の検討を行った
ところ、スティギング性陽性が０例、スティギング性擬陽性が１例、スティギング性陰性
が９例であり、ポリグリセリンの直鎖脂肪酸エステルを含有する形態が好ましいことが判
った。
＜本発明の透明石鹸３＞
（仕込量）
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　１９．５重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　１２．５重量部
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　５　　重量部
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５重量部
グラニュー糖　　　　　　　　　　　　　　　　１２　　重量部
高純度オレイン酸（純度９９．９％）　　　　　　９．５重量部
ソルビタンセスキラウレート　　　　　　　　　　０．５重量部
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　重量部
ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１６　　重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　重量部
パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　４　　重量部
エタンジホスホン酸ナトリウム　　　　　　　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４．４重量部
（熟成後の組成）
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．５重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　１４．７重量部
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　５．９重量部
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　４．１重量部
グラニュー糖　　　　　　　　　　　　　　　　１４．１重量部
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高純度オレイン酸（純度９９．９％）　　　　　１１．１重量部
ソルビタンセスキラウレート　　　　　　　　　　０．６重量部
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２重量部
ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１８．８重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　２．３重量部
パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　４．７重量部
エタンジホスホン酸ナトリウム　　　　　　　　　０．１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６．９重量部
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　本発明は、使用勝手の良い透明石鹸に応用することが出来る。
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